
 
 

【問い合わせ】 
新潟市男⼥共同参画推進センター「アルザにいがた」 担当︓三間・⽵⽥ 
電話︓025（246）7713   メール︓alza@city.niigata.lg.jp 

新 潟 市 報 道 資 料 

 
アルザにいがた 

「男性の⽣き⽅（定年期）講座」参加者を募集中︕ 
 

 
新潟市男⼥共同参画推進センター「アルザにいがた」では、性別に関わりなく⾃分の個

性や能⼒を発揮できる社会を⽬指して様々な講座を開催しております。 
このたび男性の⽣き⽅（定年期）講座として「⽼いの不安を謳歌して〜⾒せどころ、勘

どころ、使いましょう〜 」と題し、全２回開催します。この講座は、市⺠からなる企画委員
によって企画されたものです。他人事ではない身寄りなしの問題について、現状を学び第 2
の人⽣で⾃分に何ができるのか、また周りの人たちとどう関わっていけばいいのかを考える講
座です。 

つきましては、広く市⺠の皆さまに周知するため、広報活動にご協⼒いただきますようお願
いいたします。 

 
■「⽼いの不安を謳歌して 〜⾒せどころ、勘どころ、使いましょう〜 」 

 
１．日時・内容 
２．対象・定員  男性 25 人 
３. 保 育  5 人（⽣後 6 ヶ月から就学前まで） 
４．会 場  万代市⺠会館 4 階 403・404 ⼤研修室（中央区東万代町 9-1） 
５．募集⽅法  令和 6 年 1 月 4 日（⽊）までに電話（025-246-7713） 

もしくは「新潟市オンライン申請システム（e-NIIGATA）」 
※応募多数の場合抽選 

※詳しくは、添付のチラシをご覧ください。 

 日  時 タイトル 講 師 

１ 
令和 6 年 
1 月 18 日（⽊） 
13:30〜15:30 

身寄りなし 他人事ではありません 
NPO 法人身寄りなし問題研究会 
代表 
須貝 秀昭さん 

２ 
1 月 25 日（⽊） 
13:30〜15:30  

地域との関わり  
ボランティアへの一歩 

marugo-to（まるごーと） 
代表 
岩崎 典子さん 

報 道 各 位 
新潟市男⼥共同参画推進センター 

令和５年 12 月 13 日 



講師： 岩崎 典子 さ ん

（ ｍarugo-to（ まるごーと ） 代表）

対象・ 定員 定年前後の男性 または 定年後のこ と 考えている男性 25人

老いの不安を謳歌し て
～見せどこ ろ 、 勘どこ ろ、 使いまし ょ う ～

令和５ 年度　 男性の生き方講座（ 定年期）

「 身寄り な し 　 他人事で はあ り ま せん 」

令和6 年１ 月 1 8日 （ 木 ） 1 3 ： 3 0 ∼ 1 5 ： 3 0

「 地 域 と の 関 わ り  

　 　 ボ ラ ン テ ィ ア へ の 一 歩 」

令和6 年１ 月 2 5日 （ 木 ） 1 3 ： 3 0 ∼ 1 5 ： 3 0

講師： 須貝  秀昭さ ん

（ NPO法人 身 寄り なし 問題研究会代表）

万代市⺠ 会館 4階403・ 404大 研修室

新潟市中央区東万代町9-1 ※駐車 場はあり ません。
会場

裏面 を ご覧く ださ い。申込み方法

（ 応募多数の場合は抽選）

5人  生 後6か月 以上の未就学児。 要申込み（ 応募多数の場合は抽選）保育

第1回

第2回

025-246-7713

①新潟市オン ラ イ ン 申請システ ム（ e-NIIGATA） →

②電話（ 受付時間： 8:30～17:30　 月曜～金曜） 　

【 主催】 新潟市男女共同参画推進セン タ ー「 ア ルザにいがた」

申
込

問
合 1月4日（ 木） 締切

ボラ ン ティ ア活動について実体験を 聞き 、 第二 の人

生 において、 自 分に何ができ る のか、 考えてみませ

んか？

他人 事ではない身 寄り なし 問題について、 現状を

理解し 家族や配偶者など周り の人 たち と の関わり

方 について考えてみませんか？

参加費無料

保育あり

全2回

連続講座



講師紹介

新潟市役所HPから

アルザにいがた を 検索

〈 新着情報〉 の講座情報へ

0 2 5 -2 4 6 -7 7 1 3
受付時間： 8 : 30〜17 : 3 0

月 曜〜金 曜（ 祝休日 は除く ）  

二 次元コ ード を 読み取る と

「 新潟市オン ラ イ ン 申請システム

e-NIIGATA」 につながり ます

NPO法人 身 寄り なし 問題研究会 代表

高 齢者の相談窓口 を し ていると き に「 身 寄り 」 問題を 感じ 、 平成２ ９ 年に有志で「 身

寄り なし 問題研究会」 を 発足 し 、 代表を務める。 「 身 寄り なし 」 軸にLGBT、 依存症、

ACP、 風 俗、 生 活保護など様々な社会課題の発信に取組んでいる。 今年NPO法人 化を

し たのを き っ かけに本業を 退職し １ ０ ０ 日 かけて沖縄から日 本最北端宗谷 岬まで徒歩

で日 本縦断し ながら 「 身 寄り 問題」 の啓発活動を行 っ たパワフ ルな方 。

須貝  秀昭さ ん第1回

第2回 岩崎 典子 さ ん

ｍarugo-to（ まるごーと ） 代表

燕市出身 。 第一 子 出産まで市内の会社に勤務。 出産後、 ホームヘルパー養成講座を 受講

し て福祉の世界へ入 り 、 訪問介護事務所でサービス提供責任者、 管理者を 経て退職。 6

年前に「 人 生 の伴走 者」 を 理念に掲げ、 法人 を立 ち上げる。 独立 型の介護支 援専門 員と

し て仕事を する 傍ら 、 多機能型拠点と し て、 ボラ ン テ ィ ア団体「 marugo-to(ま る ごー

と )」 を 平成30年に立 ち 上げ、 社会福祉協議会の地域共生 型あぐ り 事業を 受託。 また、

⺠ 生 委員・ 児童委員と し ても 地域の方 々と 共に活動し ている。

お申込み方法　 1 月4 日（ 木） 締切


